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あっという間に４月が終わり、爽やかな気候の５月になりました。 

１年生は、学校や寄宿舎の生活に慣れましたか。２年生は、後輩を迎え、先輩としての自覚や行動、

３年生は最上級生として、またいよいよ就職活動、就活生としての自覚、心構えはできましたか。 

私は時々、皆さんの授業の様子を見に行っていますが、教科の学習や作業に真剣に取り組んでい

るのを見て、さすが高等部生だなと感心しています。 

 

そんな中、美術の時間にタブレットで校内の写真を撮っている皆さんを度々見かけます。それぞれ

がテーマをもって、どんな作品にしようかと構想を練りながら撮影していることがよく分かります。 

写真は校長室の写真です。昨年の美術の時間の作品が

飾られています。どれも素敵な写真で、毎日、心が癒されて

いますが、学年も変わったので、新作に入れ替えたいなと

思っています。校長室に来るお客様の心を惹きつけるいい作品ができるのを楽しみにしています。 

よろしくお願いします。 

そこで私も皆さんを真似て校内の写真を撮ってみました。５月なのでテーマは「こいのぼり」。 

２年生、３年生は知っていると思いますが、こいのぼりデザイン

コンテストで２年連続最優秀賞に選ばれた３年４組池田優希

さんの作品です。この作品にも毎日心を癒されています。 

では、こどもの日になぜこいのぼりを上げるのか、知っていますか。「こい」と「のぼり」に分けて説

明します。 



まず「こい（鯉）」について。 鯉は昔からどんな環境の池や沼でもしっかり生きていける他の魚より

も生命力が強い生き物とされてきました。また中国では、「鯉は激しく流れる滝を登り、龍になって天

へ昇る」という伝説があり、出世の象徴とされていました。いろいろなコンテストやコンクール、採用試

験（登用試験）で使われる「登竜門」という言葉もここからきています。 

次に「のぼり（幟）」について。 江戸時代、将軍家に男の子が生まれた時に「幟（のぼり）」を立て

てお祝いする風習がありました。それがやがて、庶民にも広がって、幟（のぼり）に出世のシンボルで

ある鯉を描くようになったのが始まりです。 

つまり、こいのぼりは、「我が子が、鯉のように強く立派に出世していきますように」という願いを込

めてあげるようになったと言われています。 

 

私は皆さんにも、鯉のようにどんな環境でも強く生き、困難なことにも立ち向かって、自分の夢や願

いを叶えてほしいと思っています。 

連休で家に帰った時、街の中でこいのぼりを見る機会があると思います。その時は、この話を思い

出して、自分の夢や自分の強い心について考えてみてください。 

楽しく、有意義な連休になることを願っています。 


